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１．山口市の概要について

湯田地域

山口市

福岡県

広島県

島根県

瀬戸内海

日本海

響灘

山口県の中央部に位置

瀬戸内海から島根県の県境まで約１，０２３㎢

人口 １８７，４０８人（R8.2.1現在の推計人口）

県庁所在地で、中心部には行政、文化、教育、
商業、観光等の都市機能が集積し、周辺は農山
村地域が広がる

サービス業などの第３次産業の就業者数の割
合が高い

山口市の概要について



湯田温泉について

２．湯田温泉について

湯田温泉は1日に２０００トンもの天然温泉が湧出し、「美肌の湯」として親しまれており、湯田温泉街に
は、多くの旅館や飲食店が立ち並ぶとともに、無料の足湯スポットも設置しています。



湯田温泉は、８００年前に白狐が浸ってケガを癒していたことから発見されたという「白狐伝説」があり、
その伝説にちなみ、湯田温泉街のあちらこちらには、いろいろなキツネの姿がみられます。

湯田温泉について
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湯田温泉こんこんパークについて

令和７年6月オープン

３．湯田温泉こんこんパークについて

所 在 地 山口市湯田温泉五丁目
敷地面積 7,015．27㎡
延床面積 4,076．73㎡
構 造 鉄骨造一部鉄筋コンクリート造
階 数 地上2階
駐車台数 5２台



湯田温泉こんこんパークについて

こんこん広場



湯田温泉こんこんパークについて

大型ビジョン及び多目的スペース

畳スペース

大階段

もちまきテラス



ウォーターパーク パブリックビューイング

ヨガイベント 地元自治会による祭り

湯田温泉こんこんパークについて



湯田温泉こんこんパークについて

外足湯

白狐をモチーフとした遊具

温浴棟

畳スペース



湯田温泉こんこんパークについて

貸切風呂 壱 貸切風呂 弐

空の湯 森の湯



お絵描きエリア アソビバエリア

ハーブガーデンくつろぎエリア

湯田温泉こんこんパークについて



温泉熱の活用について

４．温泉熱の活用について
① 環境に配慮した取組



② 温泉熱の活用方法

源泉設備を一部改修し、源泉（６８℃～７４℃）の熱から温水をつくり、施設各所で熱利用（湯沸かし、暖房等）を行います。
熱回収した源泉は現状どおり配湯所へ送ります。

熱交換器 床暖ヘッダー

源泉設備

温泉熱の活用について

配湯所

各温浴
施設へ

新施設

源泉の熱で温水をつくり、
建物各所で熱利用

循環温水の水質は水道水

温泉水

熱交換器源泉設備

大屋根広場の床面を暖めて、
冬期イベント時の快適性を
高める。

ろ過循環の過程で熱供給し、
浴槽(温泉)を昇温・温度維持
する。

夜間の源泉熱を活用、コンク
リートの蓄熱性により床面・
座面等を暖める。

床暖房(大屋根広場) 浴槽昇温 床暖房(屋内)熱 利 用 項 目

設備イメージ

概 要



温泉熱の活用について

市有特１号

湯田温泉２１号

源泉設備

熱交換器

湯田温泉１８号

源泉設備

熱交換器

床暖ヘッダー

床暖ヘッダー

床暖房設置箇所

昇温箇所



③ 温泉熱の導入メリット
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温泉熱利用による温浴設備、空調設備の年間使用エネルギー量削減イメージ
※基本設計作成時点
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